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Ⅰ．調査実施概況

１．分析対象としたデータの状況

２．認定調査の状況 
棒グラフの上棒が「あなた」、下棒が「全体（全調査データの平均値）」です。

３．全体を１とした場合のあなたの状況

４．中間評価項目得点の状況

※本項以降、調査項目の群の名称は、第１群を「G1」とし、第２群以降は同様に
　 「G2」「G3」「G4」「G5」と表記しています。

第４群：精神・行動障害（Ｇ４） 92.38 94.68 -2.30 

第５群：社会生活への適応（Ｇ５） 23.48 51.68 -28.21 

第２群：生活機能（Ｇ２） 74.80 80.28 -5.49 

第３群：認知機能（Ｇ３） 89.45 92.07 -2.63 

全体(b) 差(a-b)

第１群：身体機能・起居動作（Ｇ１) 66.89 74.38 -7.49 

項目 あなた(a)

7）障害高齢者自立度：寝たきり 0.83

8）認知症高齢者自立度：日常に支障 1.12

※項目は、前出の「２．認定調査の状況」の、
　 項目3）～8）に対応しています。

4）年齢階層：超後期 1.10

5）新規申請率 0.73

6）要介護度区分：重度 1.30

5）
新規
申請率
(※5)

項目 あなた

3）月当たりの調査件数 0.89

3）
月当たりの

調査件数
(※3)

8）
認知症
高齢者
自立度(※8)

4）
年齢階層
(※4)

1）
調査件数
(※1)

6）
要介護度
区分(※6)

2）
調査月数
(※2)

7）
障害高齢者
自立度
(※7)

150,0001）対象期間 XXXX年XX月～XXXX年XX月　申請 2）調査員数 100 3）データ件数

軽度 中度 重度

40.8%

28.0%

33.0%

38.0%

26.2%

34.0%

17.8%

17.0%

47.7%

45.0%

34.6%

38.0%

前期 後期 超後期

45.00 

40.10 

35.00 

31.35 

1,500.00 

1,000.00 

31.4%

23.0%

48.1%

60.0%

20.6%

17.0%

生活自立 準寝たきり 寝たきり

62.0%

50.0%

24.6%

35.0%

13.4%

15.0%

社会的自立 注意すれば自立 日常に支障

23.4%

17.0%

0.00

0.50

1.00

1.50
3）月当たりの調査件数

4）年齢階層

超後期

5）新規申請率

6）要介護度区分：重度

7）障害高齢者自立度

寝たきり

8）認知症高齢者自立度

日常に支障

あなた

全体

※1：対象期間中に実施した調査データの件数

※2：認定調査が実施された月数

※3：「調査件数」を「調査月数」で割った件数

※4：「前期(64～74歳)」「後期(75～84歳)」「超後期（85歳以上)」の各年齢階層

に該当する被保険者の割合

※5：窓口での申請時の区分が「新規申請」の被保険者の割合(「要支援から

要介護」「要介護から要支援」に変更の場合「新規申請」としない)

※6：「軽度（非該当/要支援1・2）」「中度（要介護1・2）」「重度（要介護3～5）」

の各要介護度区分に該当する被保険者の割合

※7：「生活自立（自立・J）」「準寝たきり（A）」「寝たきり（B・C）」の各障害高齢

者自立度に該当する被保険者の割合

※8：「社会的自立(自立・Ⅰ)」「注意すれば自立(Ⅱ)」「日常に支障(Ⅲ・Ⅳ・M）」

の各認知症高齢者自立度に該当する被保険者の割合
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Ⅱ．総合状況

１．アラーム状況

少ない

２．発生率が全体より高く、割合の差が大きいアラーム

※「アラーム番号」の項目は、別紙「アラーム説明資料」の「番号」です。

283 g1_4
「1-1 麻痺等の有無」の「2.左上肢」「3.右上肢」の2項目が「2.ある」にも関わらず、「2-9 整髪」
が「1.介助されていない」

2.8% 1.0% 1.8%

32

2 op_2 主治医意見書の「短期記憶」は「2.問題あり」にもかかわらず、「3-4 短期記憶」が「1.できる」 31.9% 29.8% 2.1% 319

1 ｇ1_2
「1-1 麻痺等の有無」の「2.左上肢」「3.右上肢」の2項目が「2.ある」にも関わらず、「2-7 口腔清
潔」が「1.介助されていない」

3.2% 0.8% 2.4%

全ての群（第１群～第５群、その他）の中で、あなたのアラーム発生率が全体の発生率より高く、かつ、アラーム発生数が10以上のアラームを、発
生率の割合の差の大きい順に上から３番目まで示した表です。割合の差が同じものが複数ある場合は、アラーム番号が若いもの順に最大３つ
記載しています。また、アラーム番号は異なるが同じアラーム内容のものがあった場合は、アラーム番号の若いもののみを記載しています。
なお、３番目までを満たさない場合の表記は「-」です。

順番
アラーム

番号
アラーム内容

発生率(％)
発生数

あなた 全体 差

その他 3 ●

Ｇ５ 4 ●

Ｇ４ 4 ●

Ｇ３ 4 ●

G２ 4 ●

G1 4 ●

「アラーム発生率（発生件数／調査件数）」は、あなたの調査件数に対してアラームが発生した件数の割合を表したものであり、また、「発生傾向」
は、「あなたのアラーム発生率」と「全調査員のアラーム発生率の平均値」を比べた結果を表したものです。
発生傾向は「1～5」の5段階とし、「1:少ない　2：やや少ない　3：普通　4：やや多い　5：多い」としました。（例えば、あなたの発生率が全調査員の平
均と同じなら、「3：普通」となります。）
本項では、あなたの群ごとの「発生傾向」を数値と●マークで表に示し、図ではレーダーチャートで総合的に示しました。

群
発生
傾向

→ → → → 多い
1 2 3 4 5

0

1

2

3

4

5
Ｇ１

Ｇ２

Ｇ３

Ｇ４

Ｇ５

その他
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３．評価傾向

[軽度]

[中度]

[重度]

４．評価傾向が特に【高い／低い】調査項目（要介護度区分別）

【特に高い（重度に評価する傾向がある）調査項目】 【特に低い（軽度に評価する傾向がある）調査項目】

●3 2 1-13 聴力3 5 1-5 座位保持 ●

1 4-1 被害的 ●2 5 1-7 歩行 ● 2

● 1 1 1-4 起き上がり ●1 5 1-5 座位保持

調査項目
番号 項目名 軽度 中度

全調査項目の中で「特に高い（重度に評価する傾向がある）調査項目」の上から３番目までと、「特に低い（軽度に評価する傾向がある）調査項
目」の下から３番目までを示した表です。同順のものが複数ある場合は、調査項目番号が若いもの順に最大３つ記載しています。また、同順で調
査項目が同じ要介護度区分がある場合、「特に高い」調査項目では「重度・中度・軽度」の順、「特に低い」調査項目では「軽度・中度・重度」の順
で記載しています。

順番
評価
傾向

調査項目 要介護度区分

順番
評価
傾向

調査項目 要介護度区分

Ｇ５ 3 ●

項目名 軽度 中度 重度重度
調査項目

番号

Ｇ４ 3 ●

Ｇ３ 3 ●

Ｇ２ 4 ●

Ｇ１ 3 ●

高め

1 2 3 4 5
群

評価
傾向

低め → 普通 →

Ｇ５ 3 ●

Ｇ４ 2 ●

Ｇ１ 5 ●

Ｇ３ 2 ●

Ｇ２ 4 ●

群
評価
傾向

低め → 普通 → 高め

1 2

Ｇ５ 3 ●

3 4 5

Ｇ４ 3 ●

Ｇ３ 3 ●

Ｇ２ 3 ●

2 3 4 5

Ｇ１ 4 ●

[Ⅱ．総合状況]

「評価傾向」は、認定調査項目の「あなたの調査結果の平均値」と「全調査員の調査結果の平均値」を比べた結果を表したものです。
評価傾向は「1～5」の5段階とし、「1:低め　2：やや低め　3：普通　4：やや高め　5：高め」としました。（軽度に評価する傾向がある場合は「低め」、
特に傾向がみられない場合は「普通」、重度に評価する傾向がある場合は「高め」となります。）
本項では、要介護度区分別に、あなたの群ごとの「評価傾向」を数値と●マークで表に示し、図ではレーダーチャートで総合的に示しました。
各要介護度区分別に評価した被保険者がいない場合、表の「評価傾向」の表記は「－」で、図では表示されません。

群
評価
傾向

低め → 普通 → 高め

1

0
1
2
3
4
5

Ｇ１

Ｇ２

Ｇ３Ｇ４

Ｇ５

0
1
2
3
4
5

Ｇ１

Ｇ２

Ｇ３Ｇ４

Ｇ５

0
1
2
3
4
5

Ｇ１

Ｇ２

Ｇ３Ｇ４

Ｇ５
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Ⅲ．個別状況

１．第１群：身体機能・起居動作（Ｇ１)の調査状況

１）アラーム状況

※発生傾向の数値は、アラームの発生率が「0（ゼロ）％」でも「1・2・3」のいずれか、また、「100％」でも「3・4・5」のいずれかになります。

２）アラーム発生数・発生率

※「アラーム番号」の項目は、別紙「アラーム説明資料」の「番号」です。　※発生数がとても少なく、小数点第２位以下に発生率が表れる場合、「0.0％」と表記されます。

３）群・調査項目ごとの評価傾向

●

中度 重度要介護度区分

評価傾向
→ → → → → →低め 高め 低め 高め 低め 高め

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

普通

1 2 3 4 5

●

●

普通

1 2 3 4 5

●

●

●

●

●

●

●

●
調
査
項
目

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

発生傾向調査件数
（ａ）

1,000

発生件数
（ｂ）

125

発生率
（ｂ/ａ）

12.5%

少ない 多い→ → → → →

g1_1 6 0.6% g1_16 1 0.1% g1_31

発生率
（ｃ/ａ）

アラーム
番号

g1_35

g1_36

g1_37

g1_38

g1_39

g1_40

g1_41

g1_42

g1_43

g1_44

1 2 3 4

本群における、「あなたのアラームの発生率（発生件数(b)／調査件数(a)）」と「全調査員のアラーム発生率の平均値」を比べた、アラームの「発生傾
向」を、「1～5」の5段階に数値化し、「1:少ない　2：やや少ない　3：普通　4：やや多い　5：多い」で示しました。

4

アラームの項目ごとの、あなたのアラーム発生数とアラーム発生率（％）です。発生数・発生率が高いものの上から３番目まで（同数・同率が複数あ
る場合はその全て）を太字・背景色付きで示しています。なお、アラームの発生が無く、発生数・発生率が「0（ゼロ）」の場合の表記は「－」です。

アラーム
番号

発生数
（ｃ）

発生率
（ｃ/ａ）

アラーム
番号

発生数
（ｃ）

発生率
（ｃ/ａ）

総発生数
（d）

総発生率
(d/(ａ*60))

発生数
（ｃ）

発生率
（ｃ/ａ）

アラーム
番号

発生数
（ｃ）

1 2 3 4 5

●

0.5%

g1_2 32 3.2% g1_17 5 0.5% g1_32 3 0.3%

- - g1_46 - -

295

g1_47 4 0.4%

g1_33 - - g1_48 - -g1_3 27 2.7% g1_18 35 3.5%

g1_34 - - g1_49 - -g1_4 28 2.8% g1_19 - -

- - g1_50 - -g1_5 19 1.9% g1_20 - -

- - g1_51 - -g1_6 18 1.8% g1_21 - -

- - g1_52 - -g1_7 46 4.6% g1_22 - -

- - g1_53 - -g1_8 18 1.8% g1_23 1 0.1%

- - g1_54 5 0.5%g1_9 - - g1_24 - -

- - g1_55 - -g1_10 16 1.6% g1_25 - -

- - g1_56 2 0.2%g1_11 2 0.2% g1_26 - -

- - g1_57 - -g1_12 - - g1_27 - -

- - g1_58 - -g1_13 7 0.7% g1_28 - -

- - g1_59 - -g1_14 19 1.9% g1_29 1 0.1%

- - g1_60 - -g1_15 - - g1_30 - -

●

g1_45

軽度

●

●

●

●

1-11 つめ切り

1-12 視力

本群における、「あなたの調査結果の平均値」と「全調査員の調査結果の平均値」を比べた、認定調査の「評価傾向」を、「1～5」の5段階に数値化
し、群ならびに調査項目ごと、かつ、要介護度区分別に示した表です。
5段階の数値は、「1:低め　2：やや低め　3：普通　4：やや高め　5：高め」（軽度に評価する傾向がある場合は「低め」、特に傾向がみられない場合は
「普通」、重度に評価する傾向がある場合は「高め」）とし、あなたの評価傾向を●マークで示しました。
なお、各要介護度区分に評価した被保険者がいない場合の表記は「－」です。

起き上がり

1-5 座位保持

1-6 両足での立位

1-7 歩行

群

1-1 麻痺等の有無

1-2 拘縮の有無

1-3 寝返り

1-4

5

普通

1-13 聴力

1-8 立ち上がり

1-9 片足での立位

1-10 洗身 ●

●

●

●
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２．第２群：生活機能（Ｇ２）の調査状況

１）アラーム状況

※発生傾向の数値は、アラームの発生率が「0（ゼロ）％」でも「1・2・3」のいずれか、また、「100％」でも「3・4・5」のいずれかになります。

２）アラーム発生数・発生率

※「アラーム番号」の項目は、別紙「アラーム説明資料」の「番号」です。　※発生数がとても少なく、小数点第２位以下に発生率が表れる場合、「0.0％」と表記されます。

３）群・調査項目ごとの評価傾向

少ない → → → → → 多い

● ●

● ●

●

2-12 外出頻度 ●

2-11 ズボン着脱 ●

●

2-9 整髪 ●

2-10 上衣着脱 ● ●

2-8 洗顔 ● ● ●

●

● ●

2-7 口腔清潔 ● ● ●

2-6 排便 ●

2-5 排尿 ● ● ●

● ●

2-4 食事摂取 ● ● ●

2-3 えん下 ●

●● ●

5

調
査
項
目

群 ● ● ●

●

2-2 移動

→

2-1 移乗 ●

5 1 2 3

●

4

1.8%

4 5 1 2 3

要介護度区分 軽度 中度 重度

評価傾向
低め → 普通 → 高め 低め → 普通 → 高め 低め → 普通

-

高め

1 2 3 4

調査件数
（ａ）

発生件数
（ｂ）

発生率
（ｂ/ａ）

発生傾向

4
1,000 91 9.1%

1 2 3 4 5

●

-

[Ⅲ．個別状況]

g2_12 - - g2_24 18

g2_46 - -

g2_11 - - g2_23 - - g2_35 - -

g2_10 -

-

g2_36 1 0.1%

本群における、「あなたの調査結果の平均値」と「全調査員の調査結果の平均値」を比べた、認定調査の「評価傾向」を、「1～5」の5段階に数値化
し、群ならびに調査項目ごと、かつ、要介護度区分別に示した表です。
5段階の数値は、「1:低め　2：やや低め　3：普通　4：やや高め　5：高め」（軽度に評価する傾向がある場合は「低め」、特に傾向がみられない場合は
「普通」、重度に評価する傾向がある場合は「高め」）とし、あなたの評価傾向を●マークで示しました。
なお、各要介護度区分に評価した被保険者がいない場合の表記は「－」です。

g2_22 - - g2_34 - -

0.5%

g2_2 27 2.7% g2_14 - -

-

g2_5 18 1.8% g2_17 -

-

g2_44 1 0.1%

g2_9 - - g2_21 2 -0.2% g2_33 3 0.3% g2_45 -

g2_8 - - g2_20 - - g2_32 -

1.2%

g2_6 18 1.8% g2_18 - -

g2_7 3 0.3% g2_19 - - g2_31 - -

- g2_30 - - g2_42 -

g2_43 -

発生数
（ｃ）

発生数
（ｃ）

発生数
（ｃ）

発生数
（ｃ）

アラーム
番号

発生率
（ｃ/ａ）

アラーム
番号

アラームの項目ごとの、あなたのアラーム発生数とアラーム発生率（％）です。発生数・発生率が高いものの上から３番目まで（同数・同率が複数あ
る場合はその全て）を太字・背景色付きで示しています。なお、アラームの発生が無く、発生数・発生率が「0（ゼロ）」の場合の表記は「－」です。

発生率
（ｃ/ａ）

アラーム
番号

発生率
（ｃ/ａ）

総発生数
（d）

総発生率
(d/(ａ*46))

アラーム
番号

発生率
（ｃ/ａ）

本群における、「あなたのアラームの発生率（発生件数(b)／調査件数(a)）」と「全調査員のアラーム発生率の平均値」を比べた、アラームの「発生傾
向」を、「1～5」の5段階に数値化し、「1:少ない　2：やや少ない　3：普通　4：やや多い　5：多い」で示しました。

2.6% g2_15 - 0.1%

g2_4 20

g2_38g2_26

0.1% g2_25 17 1.7% g2_37 -

- - 1 0.1%

g2_1 29 2.9% g2_13 1

g2_3 26

-

217

2% g2_16 - - g2_28 - -

- g2_27 19 1.9% g2_39 1

g2_40 -

g2_29 - - g2_41 12
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３．第３群：認知機能（Ｇ３）の調査状況

１）アラーム状況

※発生傾向の数値は、アラームの発生率が「0（ゼロ）％」でも「1・2・3」のいずれか、また、「100％」でも「3・4・5」のいずれかになります。

２）アラーム発生数・発生率

※「アラーム番号」の項目は、別紙「アラーム説明資料」の「番号」です。　※発生数がとても少なく、小数点第２位以下に発生率が表れる場合、「0.0％」と表記されます。

３）群・調査項目ごとの評価傾向

少ない → → → → → 多い

●

● ●

●

3-9 外出すると戻れない ● ●

3-8 徘徊 ●

● ●

3-6 今の季節を理解 ●

3-7 場所の理解 ●

3-5 自分の名前を言う ● ● ●

●

● ●

3-4 短期記憶 ● ● ●

3-3 生年月日をいう ●

3-2 毎日の日課を理解 ● ● ●

●

4 5

調
査
項
目

群 ● ● ●

●3-1 意思の伝達 ●

5 1 2 3 4 5 1 2 3

要介護度区分 軽度 中度 重度

評価傾向
低め → 普通 → 高め 低め → 普通 → 高め 低め → 普通 → 高め

1 2 3 4

調査件数
（ａ）

発生件数
（ｂ）

発生率
（ｂ/ａ）

発生傾向

4
1,000 149 14.9%

1 2 3 4 5

●

g3_20

[Ⅲ．個別状況]

212 0.8%

0.2% g3_21 7 0.7%

3.2%

-

-

92 9.2%- g3_25

-

アラームの項目ごとの、あなたのアラーム発生数とアラーム発生率（％）です。発生数・発生率が高いものの上から３番目まで（同数・同率が複数あ
る場合はその全て）を太字・背景色付きで示しています。なお、アラームの発生が無く、発生数・発生率が「0（ゼロ）」の場合の表記は「－」です。

アラーム
番号

発生率
（ｃ/ａ）

g3_10 18 1.8% - -

g3_9 - - g3_19 32

g3_8 16 1.6% g3_18 3

g3_7 - - g3_17 5

g3_6 - - g3_16 -

g3_5 - - g3_15 -

g3_4 - - g3_14 29

g3_23 1 0.1%

3 0.3%

g3_3 1 0.1% g3_13 3

g3_2 - - g3_12

発生数
（ｃ）

発生数
（ｃ）

発生数
（ｃ）

本群における、「あなたのアラームの発生率（発生件数(b)／調査件数(a)）」と「全調査員のアラーム発生率の平均値」を比べた、アラームの「発生傾
向」を、「1～5」の5段階に数値化し、「1:少ない　2：やや少ない　3：普通　4：やや多い　5：多い」で示しました。

本群における、「あなたの調査結果の平均値」と「全調査員の調査結果の平均値」を比べた、認定調査の「評価傾向」を、「1～5」の5段階に数値化
し、群ならびに調査項目ごと、かつ、要介護度区分別に示した表です。
5段階の数値は、「1:低め　2：やや低め　3：普通　4：やや高め　5：高め」（軽度に評価する傾向がある場合は「低め」、特に傾向がみられない場合は
「普通」、重度に評価する傾向がある場合は「高め」）とし、あなたの評価傾向を●マークで示しました。
なお、各要介護度区分に評価した被保険者がいない場合の表記は「－」です。

- - g3_22

アラーム
番号

発生率
（ｃ/ａ）

アラーム
番号

発生率
（ｃ/ａ）

総発生数
（d）

総発生率
(d/(ａ*25))

2.9% g3_24 - -

g3_1 - - g3_11 2

0.3%
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４．第４群：精神・行動障害（Ｇ４）の調査状況

１）アラーム状況

※発生傾向の数値は、アラームの発生率が「0（ゼロ）％」でも「1・2・3」のいずれか、また、「100％」でも「3・4・5」のいずれかになります。

２）アラーム発生数・発生率

※「アラーム番号」の項目は、別紙「アラーム説明資料」の「番号」です。　※発生数がとても少なく、小数点第２位以下に発生率が表れる場合、「0.0％」と表記されます。

３）群・調査項目ごとの評価傾向

4-15 会話にならない ● ● ●

● ●

4-13 独り言や独り笑い ● ● ●

4-14 自分勝手に行動する ●

● ●4-12 ひどい物忘れ ●

4-11 物や衣類を壊す ● ● ●

● ●

4-10 収集癖 ● ● ●

4-9 一人で出たがる ●

4-8 落ち着きがない ● ● ●

●

4-7 介護に抵抗する ● ● ●

4-6 大声をだす ● ●

4-5 同じ話 ● ● ●

●

4-4 昼夜の逆転がある ● ● ●

4-3 感情が不安定 ● ●

●

●

● ●

5

調
査
項
目

群 ● ● ●

●4-1

4-2 作話

→

被害的 ●

5 1 2 3 4

少ない

4 5 1 2 3

要介護度区分 軽度 中度 重度

評価傾向
低め → 普通 → 高め 低め → 普通 → 高め 低め → 普通

g4_18

高め

1 2 3 4

調査件数
（ａ）

発生件数
（ｂ）

発生率
（ｂ/ａ）

発生傾向

4
1,000 143 14.3%

1 2 3 4 5

●

7

→ → → → → 多い

[Ⅲ．個別状況]

g4_10 - - g4_20 1 0.1%

15
220

g4_9 6 0.6% g4_19 9 0.9%

g4_8 3 0.3%

g4_2

g4_25

5

g4_22

3 0.3%

g4_7 4 0.4% g4_17 1 0.1%

g4_6 20 2% g4_16

0.3% g4_12 3

0.5%

g4_5 31 3.1% g4_15

25

0.7%

g4_14

-

g4_1

1 0.1% g4_24 75

g4_3 2 0.2% g4_13 2 0.2% g4_23 1

- - g4_11 0.3%- - g4_21

2.5%

3

本群における、「あなたのアラームの発生率（発生件数(b)／調査件数(a)）」と「全調査員のアラーム発生率の平均値」を比べた、アラームの「発生傾
向」を、「1～5」の5段階に数値化し、「1:少ない　2：やや少ない　3：普通　4：やや多い　5：多い」で示しました。

本群における、「あなたの調査結果の平均値」と「全調査員の調査結果の平均値」を比べた、認定調査の「評価傾向」を、「1～5」の5段階に数値化
し、群ならびに調査項目ごと、かつ、要介護度区分別に示した表です。
5段階の数値は、「1:低め　2：やや低め　3：普通　4：やや高め　5：高め」（軽度に評価する傾向がある場合は「低め」、特に傾向がみられない場合は
「普通」、重度に評価する傾向がある場合は「高め」）とし、あなたの評価傾向を●マークで示しました。
なお、各要介護度区分に評価した被保険者がいない場合の表記は「－」です。

0.9%

7.5%

0.1%

アラームの項目ごとの、あなたのアラーム発生数とアラーム発生率（％）です。発生数・発生率が高いものの上から３番目まで（同数・同率が複数あ
る場合はその全て）を太字・背景色付きで示しています。なお、アラームの発生が無く、発生数・発生率が「0（ゼロ）」の場合の表記は「－」です。

アラーム
番号

発生率
（ｃ/ａ）

アラーム
番号

発生率
（ｃ/ａ）

アラーム
番号

発生率
（ｃ/ａ）

総発生数
（d）

総発生率
(d/(ａ*25))

発生数
（ｃ）

発生数
（ｃ）

発生数
（ｃ）

3

0.3% -

1.5%

g4_4
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５．第５群：社会生活への適応（Ｇ５）の調査状況

１）アラーム状況

※発生傾向の数値は、アラームの発生率が「0（ゼロ）％」でも「1・2・3」のいずれか、また、「100％」でも「3・4・5」のいずれかになります。

２）アラーム発生数・発生率

※「アラーム番号」の項目は、別紙「アラーム説明資料」の「番号」です。　※発生数がとても少なく、小数点第２位以下に発生率が表れる場合、「0.0％」と表記されます。

３）群・調査項目ごとの評価傾向

少ない → → → → → 多い

●

●

●

5-6 簡単な調理 ● ●

5-5 買い物 ● ●

●

5-4 集団への不適応 ● ● ●

5-3 日常の意思決定 ●

●

5-2 金銭の管理 ● ● ●

●

4 5

調
査
項
目

群 ● ● ●

5-1 薬の内服 ●

5 1 2 3 4 5 1 2 3

要介護度区分 軽度 中度 重度

評価傾向
低め → 普通 → 高め 低め → 普通 → 高め 低め → 普通 → 高め

1 2 3 4

1,000 397 39.7%
1 2 3 4 5

●

[Ⅲ．個別状況]

g5_20 1 0.1% g5_30 1 0.1%

g5_32 2 0.2%

g5_33 13 1.3%

766 2.3%

0.2%

g5_26 - -

1 0.1%

本群における、「あなたの調査結果の平均値」と「全調査員の調査結果の平均値」を比べた、認定調査の「評価傾向」を、「1～5」の5段階に数値化
し、群ならびに調査項目ごと、かつ、要介護度区分別に示した表です。
5段階の数値は、「1:低め　2：やや低め　3：普通　4：やや高め　5：高め」（軽度に評価する傾向がある場合は「低め」、特に傾向がみられない場合は
「普通」、重度に評価する傾向がある場合は「高め」）とし、あなたの評価傾向を●マークで示しました。
なお、各要介護度区分に評価した被保険者がいない場合の表記は「－」です。

g5_10 17 1.7%

g5_31 - -

g5_29 2 0.2%

g5_8 - - g5_18 - - g5_28 339 33.9%

g5_9 - - g5_19 2

g5_7 - - g5_17 - - g5_27

g5_6 21 2.1% g5_16 - -

40 4%

g5_5 17 1.7% g5_15 5 0.5% g5_25 247 24.7%

g5_4 - - g5_14

g5_3 - - g5_13 26 2.6%

2 0.2% g5_24

g5_2 - - g5_12 24 2.4% g5_22 2 0.2%

総発生数
（d）

総発生率
(d/(ａ*33))

アラーム
番号

発生率
（ｃ/ａ）

発生数
（ｃ）

発生数
（ｃ）

g5_23 - -

本群における、「あなたのアラームの発生率（発生件数(b)／調査件数(a)）」と「全調査員のアラーム発生率の平均値」を比べた、アラームの「発生傾
向」を、「1～5」の5段階に数値化し、「1:少ない　2：やや少ない　3：普通　4：やや多い　5：多い」で示しました。

調査件数
（ａ）

発生件数
（ｂ）

発生率
（ｂ/ａ）

発生傾向

4

発生数
（ｃ）

発生数
（ｃ）

g5_1 - - g5_11 1 0.1% g5_21 3 0.3%

アラームの項目ごとの、あなたのアラーム発生数とアラーム発生率（％）です。発生数・発生率が高いものの上から３番目まで（同数・同率が複数あ
る場合はその全て）を太字・背景色付きで示しています。なお、アラームの発生が無く、発生数・発生率が「0（ゼロ）」の場合の表記は「－」です。

アラーム
番号

発生率
（ｃ/ａ）

アラーム
番号

発生率
（ｃ/ａ）

アラーム
番号

発生率
（ｃ/ａ）
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６．その他の調査状況

１）アラーム状況

※発生傾向の数値は、アラームの発生率が「0（ゼロ）％」でも「1・2・3」のいずれか、また、「100％」でも「3・4・5」のいずれかになります。

２）アラーム発生数・発生率

※「アラーム番号」の項目は、別紙「アラーム説明資料」の「番号」です。　※発生数がとても少なく、小数点第２位以下に発生率が表れる場合、「0.0％」と表記されます。

少ない → → → → → 多い

●

[Ⅲ．個別状況]

op_10 42 4.2%

op_9 9 0.9%

op_8 12 1.2%

op_7 31 3.1%

5 0.5%

op_6

3 0.3%

op_1 39 3.9%

アラーム
番号

発生率
（ｃ/ａ）

アラームの項目ごとの、あなたのアラーム発生数とアラーム発生率（％）です。発生数・発生率が高いものの上から３番目まで（同数・同率が複数あ
る場合はその全て）を太字・背景色付きで示しています。なお、アラームの発生が無く、発生数・発生率が「0（ゼロ）」の場合の表記は「－」です。

発生数
（ｃ）

481 4.8%

op_2 319 31.9%

op_4 - -

op_3

21 2.1%

op_5

本群における、「あなたのアラームの発生率（発生件数(b)／調査件数(a)）」と「全調査員のアラーム発生率の平均値」を比べた、アラームの「発生傾
向」を、「1～5」の5段階に数値化し、「1:少ない　2：やや少ない　3：普通　4：やや多い　5：多い」で示しました。

総発生数
（d）

総発生率
(d/(ａ*10))

調査件数
（ａ）

発生件数
（ｂ）

発生率
（ｂ/ａ）

発生傾向

3
1,000 395 39.5%

1 2 3 4 5
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【参考資料】 ※全項目において、各要介護度区分に評価した被保険者がいない場合の表記は「－」です。

１．特別な医療の有無 ２．特別な医療の内訳

項目

合計

３．主治医意見書との相異状況

※「認知症高齢者自立度」は、認定調査票（基本調査）の調査項目の「認知症高齢者の日常生活自立度」です。

あなたの認定調査における、特別な医療の内訳を、項目ごと、かつ、要介護度区分
別に示した表です。

あなたの認定調査における、特別な医療の有無を、
要介護度区分別に件数と割合で示した表です。

調査項目

主治医意見書との相異（総合）

食事摂取

意思の伝達

短期記憶

日常の意思決定

点滴の管理

中心静脈栄養

透析

ストーマ（人工肛門）の処置

酸素療法

レスピレーター（人工呼吸器）

気管切開の処置

疼痛の看護

経管栄養

モニター測定

じょくそうの処置

カテーテル

要介護度
区分

軽度

中度

重度

合計 21.4% 78.6% 100.0%

重度

合計

98

6 12

0

0

0

0

285

2

58 76

要介護度
区分

軽度

中度

3.1% 96.9% 100.0%

10.2% 89.8% 100.0%

53.3% 46.7% 100.0% 6

1

3

30

12

1

2

0

8

4

3

6

3

19

8

1

2

0

7

4

3

0

0

7

2

0

0

0

1

0

0

4

2

0

0

0

0

0

0

軽度 中度 重度 合計

0 1

件数

割合

あり なし 合計

3 94

10 88

48 42

61 224

97

あり なし 合計

90

3.0% 100.0%

403 27.3% 39.7% 33.0% 100.0%

64.1% 3.9% 100.0%

403 40.2% 33.5% 26.3% 100.0%

合計 低め 同じ 高め 合計

件数 割合

39.2%

309 58.9% 25.6% 15.5% 100.0%

50.0% 10.8% 100.0%

85.1% 9.7% 100.0%

31.7% 7.1% 100.0%

309 38.8% 43.4% 17.8% 100.0%

309 32.0%

61.2%

100.0%

54.5% 36.8% 100.0%

25.0% 58.7% 16.3% 100.0%

低め 同じ 高め 合計

高め

3-4

0

245 1

低め 同じ

99.3% 0.0%

72

5-3

2-4

3-1

288

157 106

169 47

288

調査項目

主治医意見書との相異（総合）

食事摂取

2.1%

27.9%

4 6

合計 低め 同じ 高め

1,545

2-4

14.6%

31.9%

8.7%

288

288

288

288

190 6

0 0.0%

0.7%

合計

403 23.3%

認知症高齢者自立度

件数 割合

309

309 5.2%

高め

110 160 133

94 297 12

193 208 2

100.0%

47.9% 51.6%

59.6% 12.6% 100.0%

0.5% 100.0%

73.7%

重
度

162 135 106

3-1 189 98 22

5-3

606 772

中
度

3-4 99

120 134 55

16 263 30

198 12

低め 同じ

182 79 48

167

認知症高齢者自立度

調査項目

主治医意見書との相異（総合）

食事摂取

意思の伝達

短期記憶

日常の意思決定

認知症高齢者自立度

低め 同じ 高め

件数 割合

1,440

85.1% 0.3% 100.0%

66.0%

合計

72.8% 11.1% 100.0%

100.0% 0.0% 100.0%

16.0%231 1,049 160

あなたの認定調査と主治医意見書との評価の相異において、あなたの評価が主治医意見書より低い場合は「低め」、同じ場合は「同じ」、高い
場合は「高め」とし、主治医意見書との相異（総合）ならびに調査項目ごと、かつ、要介護度区分別に、評価の相異の件数と割合を示した表で
す。各調査項目において、主治医意見書の記載が無い場合は分析から除外しており、「件数」の「合計」が調査項目ごとに異なる場合がありま
す。

軽
度

42

92

25

3-4

3-1

2-4 3 403

403

2,015

5-3

562 1,200 253

400 0

意思の伝達

短期記憶

日常の意思決定
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【期間別の比較状況】

１．対象期間と調査件数

２．対象期間別のアラーム状況と評価傾向（群ごと）

その他

110 185

発生率

(b/a)
40.0% 31.4% 46.3%

3 3

ア
ラ
ー

ム
状
況

項目 第１期 第２期 第３期
発生件数

(b)
100

発生率

(b/a)
48.0% 48.6% 26.8% 重度 4

3

第５群：社会生活への適応

ア
ラ
ー

ム
状
況

項目 第１期 第２期 第３期
評
価
傾
向

4 3

中度 3 3 3

要介護度区分 第１期 第２期 第３期

発生率

(b/a)
12.0% 12.3%

発生件数

(b)
120 170 107 軽度

70 軽度

3

4

4 3

2

2

中度 1 2 2

第２期 第３期

4 32

第１期 第２期 第３期

第４群：精神・行動障害

ア
ラ
ー

ム
状
況

項目 第１期 第２期 第３期
評
価
傾
向

要介護度区分

発生率

(b/a)
19.6% 20.0% 7.5% 重度

発生件数

(b)
30 43

17.5% 重度

発生件数

(b)
49 70 30 軽度 2

2 5 4

第３群：認知機能

ア
ラ
ー

ム
状
況

項目 第１期 第２期 第３期
評
価
傾
向

3 3

中度 2 2 2

要介護度区分 第１期

第３期
発生件数

(b)
20 40 31 軽度 3 4 3

中度 4 3 4
発生率

(b/a)
8.0% 11.4% 7.8% 重度

ア
ラ
ー

ム
状
況

項目 第１期 第２期 第３期
評
価
傾
向

要介護度区分 第１期 第２期

発生率

(b/a)
18.0% 12.9% 8.8% 重度 4 2 4

第２群：生活機能

上記「１．対象期間と調査件数」で設定した「第１期～第３期」における、対象期間ごとの「アラーム状況」と「評価傾向」を群ごとにまとめた表です。
「調査件数(a)」とアラームの「発生件数(b)」は各期によって異なります。もし、各期の「発生件数(b)」が同じ場合でも、「調査件数(a)」が各期で異な
る場合は、「発生率(b/a)」も異なります。なお、調査を行っていない期と各要介護度区分で評価した被保険者がいない場合の表記は「－」です。

第１群：身体機能・起居動作

ア
ラ
ー

ム
状
況

項目 第１期 第２期 第３期
評
価
傾
向

要介護度区分 第１期 第２期 第３期
発生件数

(b)
45 45 35 軽度 4 4 4

中度 3 3 5

調査件数(a) 250 350 400 1,000

対象期間
XXXX年XX月申請分～ 

10か月
XXXX年XX月申請分～ 

12か月
XXXX年XX月申請分～

分析対象のデータの対象期間を、直近から12か月分を「１期」とする「第１期～第３期」の３期に分け、その期ごとの「対象期間」と「調査件数(a)」
を示した表です。分析対象のデータの対象期間により、「第１期」は、12か月分にならない場合があります。なお、調査を行っていない期の表記
は「－」です。

期 第１期 第２期 第３期 全期

12か月 34か月
XXXX年XX月申請分 XXXX年XX月申請分 XXXX年XX月申請分
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